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■会館の案内
　〇開館時間／午前９時～午後５時(入館は午後４時30分まで）
　〇休 館 日／毎週火曜日および祝日の翌日、年末年始（12/28～1/3）
　〇入 館 料／大人 500円、小中学生 250円(団体割引あり）、
　　　　　　　市内の小中学生と 70歳以上の方、要介護認定者、身体障害者手帳・療育手帳をお持ちの方は入館料無料
※企画展の詳細など会館に関する問い合わせは、美濃和紙の里会館(☎34-8111）または会館のホームページをご覧ください。

美濃和紙の里会館からのお知らせ
※企画展の内容や期日等は変更になる場合があります。

　全国より多数の応募があった作品から、厳正な審査の結果選ばれた和紙画作品82
点と招待作品２点を展示しています。

■開催中の企画展
2022公募 第35回全国和紙画展
～12月19日(月)まで

　自然や植物をモチーフに「和紙のあかり」を展示します。美濃手すき和紙を使った
新作オリジナル作品を中心に、幸せを灯す濱坂幸代のあかりの世界をお楽しみくだ
さい。

■次回企画展
濱坂幸代　森の妖精　～美濃和紙と楮のあかり～
12月22日(木)～令和5年3月6日（月）まで

〔今月の特集のご案内〕
《 一般書 》

「ブックポケット」、「経済書～お金～」、「郷土の頁」のコーナー
等もご利用ください。

一般書 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
『おすしがふくをかいにきた』
田中 達也∥作　白泉社　【E/タ】

児童書 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
『地図帳の深読み 鉄道編 』
今尾 恵介∥著　帝国書院　【448.9/イ】

　おすしが服を買いにお店にやってき
ました。数あるすしネタから、何に変
身するのでしょうか? アイスクリーム
やいちごたちも、愉快なお買い物を楽
しみ…。身近なものを本物そっくりの何かに見立てる、
楽しい写真絵本です。

　学校地図帳を発刊し続けている帝国
書院と、地図研究家の今尾恵介による
地図雑学本です。地形に従い地形を制
す「鉄道」や、「鉄道」栄枯盛衰、「鉄道」
から見えてくる外国の姿などを収録し
ています。鉄道の奥深き世界へ、さぁ出発進行～♪

休館日　12/5(月)・12(月)・19(月)・23(金)・26(月)・28(水)～31(土)　1/1(日)～４(水)・10(火)・16(月)・23(月)・27(金)・30(月)

10/3（月）・11（火）・17（月）・24（月）・28（金）・31（月）　11/ 4（金）・ 7（月）・14（月）・21（月）・24（木）・25（金）・28（月）

絵　本：「クリスマス2022」
　　　　「絵本ランキング」
児童書：「児童読み物ランキング」
来年もたくさんの本と出合えるといいですね。

《 児童書 》

ここから
ホームページへ
アクセスできます

〔こどもとしょかんのご案内〕
クリスマスの絵本を

借りて、クリスマス飾
りをもらいましょう。
（12月1日から、無く
なり次第終了）

ここから
ホームページへ
アクセスできます

・1階：
「2022ランキング」 2022ランキング

『鑑定人氏家京太郎』
中山 七里∥著

双葉社 クリスマス2022
『はらぺこサンタのクリスマス』
はらぺこめがね∥作　ほるぷ出版

絵本ランキング
『ノラネコぐんだんラーメンやさん』
工藤 ノリコ∥著　白泉社

読み物ランキング
『だいとかいのおばけずかん』
斉藤 洋∥作　講談社

年末恒例の特集です。
今年、読んだ本はランキング
に入っているのでしょうか。

・2階：
　「冬の世界」 冬の世界

『雪の結晶』
ケン・ リブレクト∥著

河出書房新社

冬のあれこれ集めました。

「人権を考える」 人権を考える
『ジェンダーのとびらを開こう』

村田 晶子 他∥著
大和書房

12/4～12/10は、
人権週間です。

「カルチャー～今年の映画本～」 カルチャー
～今年の映画本～

『百 花』
川村 元気∥著
文芸春秋

本を読む楽しさだけでなく、
映画として物語を楽しむのも
いいですね。

http://www.lib.city.mino.gifu.jp/　☎35-2280
〒501-3701 美濃市殿町1571-2 小倉公園内おすすめの

一冊 NPO法人四つ葉のコウゾからのお知らせ  問い合わせ先 ☎35-0522

陸上自衛隊
第10音楽隊コンサート

陸上自衛隊
第10音楽隊コンサート

※都合によりイベントの開催を中止する場合があります

■と　き／12月18日（日）開演16:00
■ところ／美濃市健康文化交流センター
■入場料／一般2,000円　高校生1,000円

小中学生無料（整理券必要）　　自由席
※未就学児は入場できません

■演　奏／中野振一郎（チェンバロ）

④中野振一郎コンサート④中野振一郎コンサート
2022　CLASSICAL CONCERT2022　CLASSICAL CONCERT

文化会館　休館日／12/6（火）・13（火）・20（火）・27（火）・29（木）・30（金）・31（土）

■と　き／１月14日（土）開演14:00
■ところ／美濃市文化会館
■演　奏／陸上自衛隊第10音楽隊 
■入場料／無料　整理券

12月21日（水）より以下の場所で整理券を配布
（1人5枚まで）
・美濃市文化会館
・中央公民館
・美濃市内各地域ふれあいセンター
※３歳以上の方は整理券が必要

チケット好評発売中

ピアノの前身であるチェン
バロの演奏と、中野振一郎
の軽快なトークで、聞く人
をバロック時代にいざない
ます。



9 広報みの 2022.12.1

■会館の案内
　〇開館時間／午前９時～午後５時(入館は午後４時30分まで）
　〇休 館 日／毎週火曜日および祝日の翌日、年末年始（12/28～1/3）
　〇入 館 料／大人 500円、小中学生 250円(団体割引あり）、
　　　　　　　市内の小中学生と 70歳以上の方、要介護認定者、身体障害者手帳・療育手帳をお持ちの方は入館料無料
※企画展の詳細など会館に関する問い合わせは、美濃和紙の里会館(☎34-8111）または会館のホームページをご覧ください。

美濃和紙の里会館からのお知らせ
※企画展の内容や期日等は変更になる場合があります。

　全国より多数の応募があった作品から、厳正な審査の結果選ばれた和紙画作品82
点と招待作品２点を展示しています。

■開催中の企画展
2022公募 第35回全国和紙画展
～12月19日(月)まで

　自然や植物をモチーフに「和紙のあかり」を展示します。美濃手すき和紙を使った
新作オリジナル作品を中心に、幸せを灯す濱坂幸代のあかりの世界をお楽しみくだ
さい。

■次回企画展
濱坂幸代　森の妖精　～美濃和紙と楮のあかり～
12月22日(木)～令和5年3月6日（月）まで

〔今月の特集のご案内〕
《 一般書 》

「ブックポケット」、「経済書～お金～」、「郷土の頁」のコーナー
等もご利用ください。

一般書 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
『おすしがふくをかいにきた』
田中 達也∥作　白泉社　【E/タ】

児童書 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
『地図帳の深読み 鉄道編 』
今尾 恵介∥著　帝国書院　【448.9/イ】

　おすしが服を買いにお店にやってき
ました。数あるすしネタから、何に変
身するのでしょうか? アイスクリーム
やいちごたちも、愉快なお買い物を楽
しみ…。身近なものを本物そっくりの何かに見立てる、
楽しい写真絵本です。

　学校地図帳を発刊し続けている帝国
書院と、地図研究家の今尾恵介による
地図雑学本です。地形に従い地形を制
す「鉄道」や、「鉄道」栄枯盛衰、「鉄道」
から見えてくる外国の姿などを収録し
ています。鉄道の奥深き世界へ、さぁ出発進行～♪

休館日　12/5(月)・12(月)・19(月)・23(金)・26(月)・28(水)～31(土)　1/1(日)～４(水)・10(火)・16(月)・23(月)・27(金)・30(月)

10/3（月）・11（火）・17（月）・24（月）・28（金）・31（月）　11/ 4（金）・ 7（月）・14（月）・21（月）・24（木）・25（金）・28（月）

絵　本：「クリスマス2022」
　　　　「絵本ランキング」
児童書：「児童読み物ランキング」
来年もたくさんの本と出合えるといいですね。

《 児童書 》

ここから
ホームページへ
アクセスできます

〔こどもとしょかんのご案内〕
クリスマスの絵本を

借りて、クリスマス飾
りをもらいましょう。
（12月1日から、無く
なり次第終了）

ここから
ホームページへ
アクセスできます

・1階：
「2022ランキング」 2022ランキング

『鑑定人氏家京太郎』
中山 七里∥著

双葉社 クリスマス2022
『はらぺこサンタのクリスマス』
はらぺこめがね∥作　ほるぷ出版

絵本ランキング
『ノラネコぐんだんラーメンやさん』
工藤 ノリコ∥著　白泉社

読み物ランキング
『だいとかいのおばけずかん』
斉藤 洋∥作　講談社

年末恒例の特集です。
今年、読んだ本はランキング
に入っているのでしょうか。

・2階：
　「冬の世界」 冬の世界

『雪の結晶』
ケン・ リブレクト∥著

河出書房新社

冬のあれこれ集めました。

「人権を考える」 人権を考える
『ジェンダーのとびらを開こう』

村田 晶子 他∥著
大和書房

12/4～12/10は、
人権週間です。

「カルチャー～今年の映画本～」 カルチャー
～今年の映画本～

『百 花』
川村 元気∥著
文芸春秋

本を読む楽しさだけでなく、
映画として物語を楽しむのも
いいですね。

http://www.lib.city.mino.gifu.jp/　☎35-2280
〒501-3701 美濃市殿町1571-2 小倉公園内おすすめの

一冊 NPO法人四つ葉のコウゾからのお知らせ  問い合わせ先 ☎35-0522

陸上自衛隊
第10音楽隊コンサート

陸上自衛隊
第10音楽隊コンサート

※都合によりイベントの開催を中止する場合があります

■と　き／12月18日（日）開演16:00
■ところ／美濃市健康文化交流センター
■入場料／一般2,000円　高校生1,000円

小中学生無料（整理券必要）　　自由席
※未就学児は入場できません

■演　奏／中野振一郎（チェンバロ）

④中野振一郎コンサート④中野振一郎コンサート
2022　CLASSICAL CONCERT2022　CLASSICAL CONCERT

文化会館　休館日／12/6（火）・13（火）・20（火）・27（火）・29（木）・30（金）・31（土）

■と　き／１月14日（土）開演14:00
■ところ／美濃市文化会館
■演　奏／陸上自衛隊第10音楽隊 
■入場料／無料　整理券

12月21日（水）より以下の場所で整理券を配布
（1人5枚まで）
・美濃市文化会館
・中央公民館
・美濃市内各地域ふれあいセンター
※３歳以上の方は整理券が必要

チケット好評発売中

ピアノの前身であるチェン
バロの演奏と、中野振一郎
の軽快なトークで、聞く人
をバロック時代にいざない
ます。



10広報みの 2022.12.1

まちかどスケッチに掲載できなかった市内の話題は市のホームページから見ることができます。
http://www.city.mino.gifu.jp

全国重要無形文化財保持団体協議会が15年ぶりに美濃で開催
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大会の式典で武藤市長は、「手を取り合って伝統
文化を守っていきたい」とあいさつしました。

児童は「自分たちで育てた大根が全部売れたので
うれしい。」と笑顔で話していました。
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中有知小学校児童が今年も大根を販売
11
10

中
有
知
小
学
校
３
年
生
の
児
童
38

人
が
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
12
品
種

の
大
根
約
１
０
０
０
本
を
同
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
販
売
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
大
根
を
た
く
さ
ん

の
人
に
買
っ
て
も
ら
お
う
と
、
自
分

た
ち
で
品
種
名
と
味
の
特
徴
を
書
い

た
パ
ネ
ル
を
掲
げ
て
呼
び
込
ん
だ

り
、
美
味
し
い
食
べ
方
の
レ
シ
ピ
を

配
っ
た
り
し
て
、
積
極
的
な
販
売
活

動
を
実
施
。
午
前
10
時
に
販
売
の
合

図
が
鳴
る
と
、
大
根
販
売
を
楽
し
み

に
来
場
し
た
多
く
の
保
護
者
や
地
域

住
民
は
、
お
目
当
て
の
大
根
が
入
っ

た
ケ
ー
ス
に
向
か
っ
て
一
目
散
に
買

い
求
め
、
約
20
分
で
完
売
し
ま
し
た
。

まちかどスケッチに掲載できなかった市内の話題は
市のホームページから見ることができます。
http://www.city.mino.gifu.jp

SDGｓの説明を真剣に聞く生徒たち。

年長児26人と消防団員約50人が元気に町並
みをパレードしました。

美
濃
中
学
校
の
1
年
生
生
徒

1
1
5
人
が
S
D
G
ｓ
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

市
は
、
将
来
の
美
濃
市
を
担
う
若

い
世
代
に
も
S
D
G
ｓ
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
北
九
州
市

立
大
学
の
真
鍋
和
博
教
授
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

真
鍋
教
授
は
、
貧
困
の
社
会
問
題

や
環
境
問
題
を
交
え
な
が
ら
、
世
界

の
現
状
や
各
国
に
よ
る
S
D
G
ｓ
の

取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

授
業
を
受
け
た
生
徒
は
、「
世
界

の
貧
困
や
気
候
変
動
は
、
自
分
た
ち

の
生
活
が
引
き
起
こ
し
て
い
て
残
念

な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
S
D
G
ｓ
の

大
切
さ
が
わ
か
っ
た
。」
と
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

美濃中学校生徒がSDGｓについて学びました
10
21

美濃市民ふれあい消防祭が市内各所で行われました
10
23

美
濃
市
消
防
団
主
催
の
「
美
濃
市

民
ふ
れ
あ
い
消
防
祭
」
が
、
市
内
各

所
で
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
、
地
域

住
民
が
参
加
し
、
防
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

７
分
団
あ
る
美
濃
市
消
防
団
の
う

ち
の
美
濃
分
団
は
、
う
だ
つ
の
上
が

る
町
並
み
に
て
、
消
防
車
両
の
一
般

開
放
や
美
濃
保
育
園
児
の
鼓
隊
と
共

に
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

建
造
物
へ
の
延
焼
を
防
ぐ
た
め
の

「
水
幕
ホ
ー
ス
」
を
使
っ
た
訓
練
も
行

わ
れ
、
消
防
団
員
の
掛
け
声
で
水
の

壁
が
で
き
る
と
、
園
児
や
集
ま
っ
た

地
域
住
民
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

10
月
24
日
、
海
外
文
化
交
流
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

コ
ロ
ラ
ド
州
を
訪
れ
た
士
幌
高
校
の
２
年
生
５
名
が

髙
木
町
長
ら
に
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
３
年
振
り
の
開
催
。

９
月
21
日
か
ら
10
日
間
の
日
程
で
、
ア
メ
リ
カ
コ
ロ

ラ
ド
州
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
ス
モ
ー
キ
ー
ヒ
ル
高

校
の
生
徒
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
日
本
で
は
で
き
な

い
体
験
や
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
学
校
生
活
や

行
事
、
生
活
環
境
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
な
ど
に
つ
い
て
報
告
。「
自
信
を
持
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
生

活
の
違
い
を
肌
で
感
じ
た
が
、
言
語
の
壁
を
越
え
て

交
流
が
で
き
た
」
な
ど
一
人
ひ
と
り
発
表
を
し
ま
し

た
。髙

木
町
長
は「
今
回
の
経
験
を
残
り
の
高
校
生
活
、

今
後
の
人
生
に
大
き
く
生
か
し
て
ほ
し
い
」と
生
徒
た

ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

海
外
文
化
交
流
事
業
帰
町
報
告
会

　
　
　〜
北
海
道
士
幌
高
等
学
校
〜

しほろだよりしほろだより
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まちかどスケッチに掲載できなかった市内の話題は市のホームページから見ることができます。
http://www.city.mino.gifu.jp

全国重要無形文化財保持団体協議会が15年ぶりに美濃で開催
10
27

幸
せ
の
在
り
方

武
義
高
生

今
、
少
し
ず
つ
で
は
あ
る
が
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
考
え
方
が
広
が
り
つ

つ
あ
る
。
理
解
あ
る
人
達
が
増
え
て
い
る
中
、
ま
だ
偏
見
が
あ
る

の
も
事
実
で
あ
る
。
私
は
考
え
方
だ
け
で
な
く
、
法
律
な
ど
根
本

が
変
わ
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
る
。

私
が
夜
、
ニ
ュ
ー
ス
を
観
て
い
る
際
に
同
姓
結
婚
に
つ
い
て
映

像
が
流
れ
て
い
た
。
日
本
人
の
男
性
同
士
の
カ
ッ
プ
ル
が
、
日
本

で
は
結
婚
で
き
な
い
た
め
同
性
の
結
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
る
国
で

結
婚
し
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
映
像
の
中
で
男
性
は
泣
き
な
が

ら
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
考
え
方
が
広
が
る
よ
う
話
し
て
い
た
。
私
は
な
ぜ

日
本
で
は
同
性
同
士
の
結
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の
か
不
思
議

に
感
じ
た
。
結
婚
は
幸
せ
の
一
つ
の
形
だ
が
、
異
性
で
な
い
と
い

け
な
い
理
由
は
な
い
。
現
に
、
テ
レ
ビ
の
中
の
カ
ッ
プ
ル
は
幸
せ

そ
う
だ
っ
た
。

確
か
に
、
同
性
同
士
で
は
子
ど
も
は
産
ま
れ
な
い
。
し
か
し
、

子
ど
も
を
得
る
こ
と
だ
け
が
結
婚
の
証
で
は
な
い
。
子
ど
も
を
産

ま
な
い
夫
婦
も
い
る
。
ま
た
自
分
で
産
め
な
く
て
も
、
養
子
と
し

て
子
ど
も
を
授
か
る
こ
と
が
で
き
る
。
異
性
で
な
け
れ
ば
子
ど
も

を
幸
せ
に
で
き
な
い
こ
と
な
ん
て
な
い
。愛
を
持
っ
て
育
て
れ
ば
、

同
性
だ
ろ
う
と
幸
せ
に
な
る
だ
ろ
う
。

今
の
日
本
で
は
、Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
の
考
え
方
だ
け
は
広
が
り
つ
つ
あ
る

が
、
同
性
同
士
の
結
婚
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
幸
せ
の
形
は
さ

ま
ざ
ま
な
の
に
国
が
決
め
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
せ
い
で

偏
見
が
残
っ
た
ま
ま
で
あ
る
。
生
産
性
が
な
い
か
ら
な
ど
が
同
性

の
結
婚
を
妨
げ
る
理
由
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
。
結
婚
は
お
互
い

を
支
え
、
愛
し
合
い
家
族
に
な
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
は
同
性
同

士
で
も
可
能
で
あ
る
。
海
外
で
は
同
性
同
士
の
結
婚
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ

が
広
が
っ
て
い
る
。
日
本
も
こ
れ
ら
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、
テ
レ
ビ

の
中
の
男
性
の
よ
う
に
泣
い
て
悩
ん
で
い
る
人
も
、
幸
せ
に
な
れ

る
は
ず
で
あ
る
。

大会の式典で武藤市長は、「手を取り合って伝統
文化を守っていきたい」とあいさつしました。

児童は「自分たちで育てた大根が全部売れたので
うれしい。」と笑顔で話していました。

全
国
重
要
無
形
文
化
財
保
持
団
体
協

議
会
美
濃
大
会
が
美
濃
市
健
康
文
化
交

流
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
全
国
各
地

の
団
体
関
係
者
や
文
化
庁
職
員
な
ど
約

1
4
0
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

同
協
議
会
は
、
国
の
重
要
無
形
文
化

財
と
し
て
認
定
を
受
け
て
い
る
16
団
体

と
24
の
関
係
市
町
村
で
構
成
さ
れ
て
お

り
、
15
年
ぶ
り
と
な
っ
た
同
大
会
の
総

会
で
は
、
本
美
濃
紙
保
存
会
の
倉
田
真

さ
ん
に
よ
る
同
保
存
会
の
活
動
報
告
や

功
労
者
表
彰
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
大
会
に
合
わ
せ
て
岐
阜
市

の
「
み
ん
な
の
森
ぎ
ふ
メ
デ
ィ
ア
コ
ス

モ
ス
」で
は
、「
第
28
回
重
要
無
形
文
化

財
保
持
団
体
秀
作
展
」
が
開
催
さ
れ
、

訪
れ
た
人
た
ち
は
各
保
持
団
体
が
出
展

し
た
伝
統
工
芸
品
に
魅
了
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

中有知小学校児童が今年も大根を販売
11
10

中
有
知
小
学
校
３
年
生
の
児
童
38

人
が
、
自
分
た
ち
で
育
て
た
12
品
種

の
大
根
約
１
０
０
０
本
を
同
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
販
売
し
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
大
根
を
た
く
さ
ん

の
人
に
買
っ
て
も
ら
お
う
と
、
自
分

た
ち
で
品
種
名
と
味
の
特
徴
を
書
い

た
パ
ネ
ル
を
掲
げ
て
呼
び
込
ん
だ

り
、
美
味
し
い
食
べ
方
の
レ
シ
ピ
を

配
っ
た
り
し
て
、
積
極
的
な
販
売
活

動
を
実
施
。
午
前
10
時
に
販
売
の
合

図
が
鳴
る
と
、
大
根
販
売
を
楽
し
み

に
来
場
し
た
多
く
の
保
護
者
や
地
域

住
民
は
、
お
目
当
て
の
大
根
が
入
っ

た
ケ
ー
ス
に
向
か
っ
て
一
目
散
に
買

い
求
め
、
約
20
分
で
完
売
し
ま
し
た
。

まちかどスケッチに掲載できなかった市内の話題は
市のホームページから見ることができます。
http://www.city.mino.gifu.jp

SDGｓの説明を真剣に聞く生徒たち。

年長児26人と消防団員約50人が元気に町並
みをパレードしました。

美
濃
中
学
校
の
1
年
生
生
徒

1
1
5
人
が
S
D
G
ｓ
に
つ
い
て
学

び
ま
し
た
。

市
は
、
将
来
の
美
濃
市
を
担
う
若

い
世
代
に
も
S
D
G
ｓ
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
北
九
州
市

立
大
学
の
真
鍋
和
博
教
授
に
よ
る
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

真
鍋
教
授
は
、
貧
困
の
社
会
問
題

や
環
境
問
題
を
交
え
な
が
ら
、
世
界

の
現
状
や
各
国
に
よ
る
S
D
G
ｓ
の

取
り
組
み
事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

授
業
を
受
け
た
生
徒
は
、「
世
界

の
貧
困
や
気
候
変
動
は
、
自
分
た
ち

の
生
活
が
引
き
起
こ
し
て
い
て
残
念

な
気
持
ち
に
な
っ
た
。
S
D
G
ｓ
の

大
切
さ
が
わ
か
っ
た
。」
と
感
想
を
話

し
ま
し
た
。

美濃中学校生徒がSDGｓについて学びました
10
21

美濃市民ふれあい消防祭が市内各所で行われました
10
23

美
濃
市
消
防
団
主
催
の
「
美
濃
市

民
ふ
れ
あ
い
消
防
祭
」
が
、
市
内
各

所
で
開
催
さ
れ
、
消
防
団
員
、
地
域

住
民
が
参
加
し
、
防
災
に
対
す
る
意

識
を
高
め
ま
し
た
。

７
分
団
あ
る
美
濃
市
消
防
団
の
う

ち
の
美
濃
分
団
は
、
う
だ
つ
の
上
が

る
町
並
み
に
て
、
消
防
車
両
の
一
般

開
放
や
美
濃
保
育
園
児
の
鼓
隊
と
共

に
啓
発
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。

建
造
物
へ
の
延
焼
を
防
ぐ
た
め
の

「
水
幕
ホ
ー
ス
」
を
使
っ
た
訓
練
も
行

わ
れ
、
消
防
団
員
の
掛
け
声
で
水
の

壁
が
で
き
る
と
、
園
児
や
集
ま
っ
た

地
域
住
民
か
ら
大
き
な
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。

10
月
24
日
、
海
外
文
化
交
流
で
ア
メ
リ
カ
合
衆
国

コ
ロ
ラ
ド
州
を
訪
れ
た
士
幌
高
校
の
２
年
生
５
名
が

髙
木
町
長
ら
に
活
動
を
報
告
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
３
年
振
り
の
開
催
。

９
月
21
日
か
ら
10
日
間
の
日
程
で
、
ア
メ
リ
カ
コ
ロ

ラ
ド
州
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
ス
モ
ー
キ
ー
ヒ
ル
高

校
の
生
徒
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
日
本
で
は
で
き
な

い
体
験
や
ア
メ
リ
カ
の
文
化
を
学
び
ま
し
た
。

報
告
会
で
は
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
っ
て
学
校
生
活
や

行
事
、
生
活
環
境
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
な
ど
に
つ
い
て
報
告
。「
自
信
を
持
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」「
生

活
の
違
い
を
肌
で
感
じ
た
が
、
言
語
の
壁
を
越
え
て

交
流
が
で
き
た
」
な
ど
一
人
ひ
と
り
発
表
を
し
ま
し

た
。髙

木
町
長
は「
今
回
の
経
験
を
残
り
の
高
校
生
活
、

今
後
の
人
生
に
大
き
く
生
か
し
て
ほ
し
い
」と
生
徒
た

ち
を
激
励
し
ま
し
た
。

海
外
文
化
交
流
事
業
帰
町
報
告
会

　
　
　〜
北
海
道
士
幌
高
等
学
校
〜
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「
大
宝
栄
」の
記
録
か
ら

こ
の
岡
専
旅
館
が
所
蔵
す
る
多
数
の
史
料

の
な
か
に
、
厚
さ
が
お
よ
そ
20
セ
ン
チ
の

分
厚
い
帳
面（
写
真
４
）が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
は
当
主
の
岡
専
助
が
、
後
の
た
め
の

覚
え
と
し
て
主
に
金
銭
の
出
納
を
記
し
た

も
の
で
す
。

こ
の
帳
面
の
表
紙
に
は
専
助
が
名
付
け

た
と
思
わ
れ
る
表
題
が
墨
書
さ
れ
て
い

ま
す
。「
大
宝
」の
次
の
文
字
が
経
年
劣
化

し
読
み
づ
ら
い
で
す
が
、「
栄
」と
判
読
し

　
　
戦
時
下
の
暮
ら
し
（
１
）

岡
専
旅
館
の
史
料
調
査

令
和
元
年（
２
０
１
９
）、美
濃
市
史
編
纂

室
は
美
濃
市
魚
屋
町
に
あ
る
岡
専
旅
館

（
写
真
１
）の
土
蔵
に
眠
る
掛
け
軸
や
陶
器

な
ど
の
美
術
工
芸
品
に
加
え
大
量
の
帳
面

お
よ
び
文
書
類
を
調
査
し
ま
し
た
。

岡
専
旅
館
に
つ
い
て
は
、
明
治
16
年

（
１
８
８
３
）に
発
行
さ
れ
た『
美
濃
の
魁
さ
き
が
け』

と
い
う
冊
子（
写
真
２
）の
な
か
で
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
冊
子
は
美
濃
国（
岐
阜
県
美
濃
地

方
）の
名
所
物
産
の
手
引
き
書
で
、
名
所

や
物
産
が
絵
図
で
ま
た
製
造
所
や
商
店
等

が
絵
図
や
文
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
な
か
に「
岡
専
助
」の
名
前
と
そ
の
住

所「
上こ
う

有づ

知ち

魚
屋
町
」が
記
さ
れ
た
所（
写

真
３
）が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
現
在
の
旅
館
名
と
な

る「
岡
専
」は
岡
家
当
主
の
名
前
か
ら
取

ら
れ
た
も
の
の
よ
う
で
す
。
ま
た
名
前
の

上
に
は
屋
号
紋（
ヤ
マ
セ
ン
）と
そ
の
下
に

「
一
新
講
社
・
真
誠
講
定じ
ょ
う

宿や
ど

」と
あ
り
ま

す
。
こ
の
講
社
・
講
は
、
各
地
の
神
社
仏

閣
を
巡
り
参
拝
す
る
同
行
者
に
よ
る
団
体

で
あ
り
、
そ
こ
に
集
う
人
び
と
の
定
宿
で

あ
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
岡
家
は
江
戸
時
代
以
来

の
家
柄
で
元
は
塩
問
屋
を
営
ん
で
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
明
治
時
代
の
こ
の

冊
子
が
発
行
さ
れ
た
頃
に
は
旅
館
業
を
営

ん
で
い
ま
し
た
。
そ
し
て
今
の
岡
専
旅
館

に
至
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
明
治
22
年（
１
８
８
９
）に
市
制
町

村
制
が
施
行
さ
れ
上
有
知
村
は
上
有
知
町

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
初
代
町
長
は
岡
専

助
家
の
本
家
筋
に
あ
た
る
岡
徳
助
と
い
う

人
で
あ
り
ま
す
。

「
大
宝
栄
」と
読
み
ま
す
。

こ
の「
大
宝
栄
」の
前
半
部
に
は
、

昭
和
12
年（
１
９
３
７
）か
ら
同
18
年

（
１
９
４
３
）ま
で
、
日
本
国
民
が
戦
時
下

に
あ
っ
た
時
の
金
銭
出
納
の
記
録
が
残
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
12
年
7
月
に
中
国
北
京
郊
外
の
盧ろ

溝こ
う

橋き
ょ
う

附
近
で
日
中
両
軍
が
衝
突（
盧
溝
橋

事
件
）、
こ
の
事
件
を
契
機
に
日
中
両
国

の
全
面
戦
争（
日
中
戦
争
）と
な
り
ま
す
。

そ
し
て
同
16
年（
１
９
４
１
）12
月
の
日
本

の
真
珠
湾
攻
撃
を
機
に
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ

リ
ス
・
オ
ラ
ン
ダ
・
中
国
等
の
連
合
国
軍

と
の
戦
争（
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
）に
拡
大

し
、
同
20
年（
１
９
４
５
）8
月
15
日
の
終

戦
ま
で
続
き
ま
し
た
。

こ
の
戦
時
下
、
岡
専
助
は
じ
め
美
濃
町

（
現
美
濃
市
）の
人
び
と
の
日
常
の
暮
ら

し
は
、
戦
争
に
よ
っ
て
ど
の
よ
う
な
非
日

常
が
も
た
ら
さ
れ
、
そ
し
て
変
化
し
た
の

上【写真２】『美濃の魁』表紙裏
左【写真３】同誌本文より抄出

【写真４】「大宝栄」表紙

【写真１】岡専旅館（美濃市魚屋町）
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で
し
ょ
う
か
。
こ
の「
大
宝
栄
」を
と
お
し

て
、
み
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

兵
士
の
出
征

﹇
昭
和
12
年
8
月
15
日
の
記
録
﹈

一
、
金�　

五
十
銭　
（
名み
ょ
う
じ字
略
）鉚
三
君

出し
ゅ
っ
せ
い征
、
万
国
旗
代
岡
専
取
替
支

払
ヒ
タ
リ

一
、
金�　
　

五
銭　

兵
隊
送
リ
ノ
町
旗

ノ
金
ノ
玉
ヲ
八
木
ニ
テ
買
ヒ
万
国

旗
ノ
代
ト
一
緒
ニ
支
払
ヒ
タ
リ

一
、
金�　

十
五
銭　
（
名
字
略
）鉚
三
君

出
征
ニ
付
送
リ
ノ
旗
二
本
ノ
竹

代
上
条
ニ
テ
買
ヒ
岡
専
取
替
支

払

右
の
記
録
よ
り
、
軍
隊
の
一
員
と
し
て

戦
地
へ
赴
く
出し
ゅ
っ
せ
い征
兵
士
が
い
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
日
中
戦
争
の
時
下
な
の
で
行

く
先
は
中
国
と
思
い
ま
す
。

ま
た
専
助
は
町
内
の
人
た
ち
と
共
に
、

「
兵
隊
送
り
」の
町
旗
や
万
国
旗
を
準
備

し
そ
の
代
金
合
計
70
銭
を
取
り
替
え
て
支

払
っ
て
い
ま
す
。
な
お『
戦
前
の
日
本
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
』（
百
瀬
孝
監
修
）に

よ
れ
ば
、
昭
和
12
年
頃
は
45
銭
あ
れ
ば
米

が
２
キ
ロ
近
く
買
え
た
そ
う
で
す
。

以
上
の
こ
と
よ
り
出
征
兵
士
を
見
送
る

会
が
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
全
国

的
に
も
昭
和
12
年
に
始
ま
っ
た
日
中
戦
争

以
降
、
こ
の
よ
う
な
壮
行
会
が
盛
大
に
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
う
し
て
戦
争
は
段
々
身
近
な
も
の

と
な
っ
て
い
く
の
で
し
た
。

国
民
貯
蓄
運
動

﹇
昭
和
14
年
４
月
16
日
の
記
録
﹈

一
、
通
帳
一
冊

記
入
金　

一
三
〇
円
〇
九
銭

一
、�
現
金　
　
　

二
九
円
五
六
銭

以
上
預
リ

（
据
置
三
ヶ
年
）

国
民
貯
蓄
組
合

（
払
戻
開
始
期
日
十
六
・
六
・
廿
五
）

﹇
注
﹈�以
下
13
軒
の
家
名（
略
）と
、
家
番
号

（
略
）が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

右
の
記
録
よ
り
、「
国
民
貯
蓄
組
合
」と

い
う
団
体
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

日
中
戦
争
に
よ
り
戦
費
が
急
増
し
、
国

民
が
銀
行
や
郵
便
局
に
預
け
た
預
貯
金
を

戦
費
の
一
部
に
充
て
る
こ
と
が
計
画
さ
れ

ま
す
。
こ
の
た
め
貯
金
が
奨
励
さ
れ
、
昭

和
13
年
に
国
民
貯
蓄
運
動
が
開
始
さ
れ
ま

す
。
こ
の
運
動
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
が

国
民
貯
蓄
組
合
で
す
。

専
助
は
13
軒
の
国
民
貯
蓄
組
合
員
に
よ

る
預
貯
金
１
３
０
円
９
銭
を
預
か
っ
て
い

ま
す
が
、
こ
の
一
部
も
戦
費
に
充
て
ら
れ

た
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
戦
費
充
当
を
目
途
に
始

ま
っ
た
国
民
貯
蓄
運
動
は
、
美
濃
町
の

人
達
の
家
計
へ
も
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

国
防
献
金

﹇
昭
和
14
年
５
月
９
日
の
記
録
﹈

一
、
金
八
円
八
十
銭　

国
防
献
金

警
部
補
派
出
所
ヘ
差
出
ス

右
の
記
録
に
あ
る「
国
防
献
金
」と
は
、

国
民
が
国
防
の
た
め
に
軍
部
へ
献
金
し
た

も
の
で
、
専
助
は
献
金
を
警
察
の
派
出
所

へ
納
め
て
い
ま
す
。

先
の
国
民
貯
蓄
に
国
防
献
金
も
加
わ

り
、
国
へ
金
銭
的
奉
仕
を
す
る
こ
と
が

徐
々
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
き

ま
し
た
。

　
美
濃
市
史
編
纂
室（
髙
木
和
泉
）

【
写
真
５
】「
大
宝
栄
」よ
り
抄
出

慰
問
袋

﹇
昭
和
14
年
９
月
26
日
の
記
録
﹈

左
の
写
真
５
は
、
実
際
に
記
さ
れ
た
も

の
で
す
。「
九
月
廿
六
日
」の
日
付
で「
一
、

金
六
円
也　

慰
問
袋
五
個
代
町
内
へ
割
当

の
分
」と
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

右
の
記
録
に
あ
る「
慰
問
袋
」と
は
、
戦

地
に
い
る
兵
士
を
慰
め
る
た
め
に
袋
の
中

に
娯
楽
物
や
日
用
品
な
ど
を
入
れ
て
送
っ

た
も
の
で
す
。
そ
の
費
用
が
各
町
内
へ
割

り
当
て
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
、
専
助
は
そ

の
５
個
分
の
代
金
と
し
て
６
円
を
支
出
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
て
、
戦
争
は
人
び
と
の
日
常
の

暮
ら
し
に
徐
々
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
っ

た
の
で
す
。

今
回
は
昭
和
14
年
ま
で
を
み
ま
し
た

が
、次
回
は
昭
和
15
年
か
ら
18
年
ま
で
の
、

更
に
戦
争
が
拡
大
し
て
い
く
な
か
で
の
記

録
を
み
て
い
き
ま
す
。
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市役所の年末年始の業務について
年末は１２月２８日（水）まで、年始は１月４日（水）からです。

○ごみ出しはマナーを守ってください
・年末はごみの量が非常に多くなるため、収
集作業に支障が出る場合があります。日程
を分散してのごみ出しにご協力お願いしま
す。

・ごみカレンダーのルールを守って収集日の
午前８時３０分までに出してください。
収集日以外や収集時間以降に出されたごみ
など、ルール違反のごみは収集しませんの
でご注意ください。

○クリーンプラザ中濃への持ち込みについて
・１２月３０日（金）午前中までは通常どおりごみ
の持ち込みができます。
※クリーンプラザ中濃へのごみの持ち込みは、
市民生活課で手続き
が必要です。
１２月２８日（水）までに
市民生活課で手続き
を行ってください。

市役所、教育委員会、地域ふれあいセンター、美濃病院などの業務は、
１２月２９日（木）から１月３日（火）までの間、休みになります。

ごみの収集・クリーンプラザ中濃へのごみの持ち込みについての
問い合わせは、市民生活課（内線１７６~１７8）まで。

○戸籍の届出は？
・出生届、婚姻届など戸籍
の届出は？
年末年始も市役所当直室でお
預かりします。

・死亡届は？
通常どおり受付します。

○水道のトラブルや急病は？
・水道のトラブルは？
16ページの水道工事当番店へ
連絡してください。

・急病は、歯痛は？
17ページの休日当番医、休日
歯科医へ連絡してください。

○美濃病院の診療は？
休診日は一般診療を行いませ
ん。ただし、救急患者の受診
は可能ですので、事前に美濃
病院（☎３３-１２２１）へご連絡く
ださい。

◆年末年始の可燃ごみ収集日程

日
集
収
終
最
末
年

日
集
収
終
最
末
年

日
集
収
初
最
始
年

日
集
収
初
最
始
年

令和4年12月

日
曜
木
・
月

区
地
集
収

日
曜
金
・
火

区
地
集
収

29日
（木）

30日
（金）

31日
（土）

1日
（日）

2日
（月）

3日
（火）

4日
（水）

5日
（木）

6日
（金）

令和5年1月

この期間は、ごみの収集をしません

この期間は、ごみの収集をしません

収
集
し
ま
せ
ん

収
集
し
ま
せ
ん


